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1.はじめに

1960年代から1970年代にかけての，高度経済成長政策

下で急激に進められた施策の lつに，観光開発があげら

れる。低地はすでに開発し尽くされているから，観光開

発は自然の良〈残された山岳地帯へと進められた。それ

に付随して山岳観光道路が全国的IC建設された。白山ス

ーパー林道(着工1967年，開通1977年).南アルプスス

ーパー林道(着工1967年，開通1980年〉などはその代表

である。

乙れら山岳道路の建設可否をめぐって，はげしい議論

がたたかわされてきたが，結局はいずれも着工され，完

成をみた経緯がある。自然環境が比較的良好κ保たれて

きた山岳地帯に観光道路が建設され，開通した場合に現

われる生物の生活への影響を，経時的に追求し(モニタ

リング)，明らかにするととは，いずれの立場に立つに

しても，必要かっ重要な課題であろう。

筆者らは，山岳観茄蓋路であるビーナスライン美ケ原

線の建設が，日甫乳動物の生活に与える影響を着工前の

1977年から建設工事のほぼ完了した1980年まで調査して

きたが，その結果を報告したい。

ビーナスライン美ケ原線の建設経過については資料集

(ビーナスライン美ケ原線建設に反対する会事務局，

1976 )を参照されたい。

2.調査地域

ビーナスライン(中信高原スカイライン)は長野県茅

野市を起点とし，美ケ原高原を終点とする全長70kmの，

有料山岳観光道路である。 1970年までに白樺湖，霧ケ峰

を通り和田峠まてψ開通していた。その最終区間(和田峠

一美ケ原高原，全長14km)がビーナスライン美ケ原線で

ある(図 1)。本線のうち，和田峠ー扉峠区聞は1976年

4月比開通したが，開帰一美ケ原区間(美ケ原先線とい

う)は1978年に着工され， 1981年 4月に開通した。扉峠

一美ケ原区間(延長10.3km)は，ほぽ海抜1，500-1，6 OOmの

等高線沿いに亜高山帯針葉樹林下部を通過する(図 2)。
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美ケ原東斜面の植生κ関しては，土田 (1972).宮尾

ら(1976 ) ，和田ら(1978)および八幡ら(1973 )の調

査に詳しい。同斜面のうち，筆者らが重点的に踏査した

6地域とその地形，植生は次の如くであった(図3)。

A) 野々入川右岸

野々入川右岸にある 2つの尾根を踏査した。南斜面の

下部はカラマツ若令造林地で， ミズナラ，ノリウツギ，

クマイチゴ，シナノザサ等が繁茂している。尾根はミズ

ナラ，シラカパの落葉広葉樹林でウラヲロモミが混生す

る。林床は概しで貧弱であるが，上部の尾根，東斜面で

はシナノザサが良〈繁茂している。
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図 1. ビーナスライン美ケ原線と調査域

B) 1，712m峰周辺

1，712m三角点から東西K走る尾根とその北斜面，およ

び三角点から南IC定る尾根，また下部では作業径路を踏

査した。三角点の北斜面はカラマツ壮令造林地，南斜面

はカラマツ若令造林地である。いずれの斜面でもシナノ



ザサが繁茂している。

C) 1，813m峰周辺

茶臼山山頂から東へ延ぴる尾根の南斜面で，林道から

1，813m三角点までの斜面を踏査した。斜面の下部はカラ

マツ若令造林地で，シナノザサが繁茂する。上部はダケ

カパ，シラピソ，コメツガ等の混交林である。三角点周

辺の尾根にはシナノザサーヒゲノガリヤス草地が発達す

る。なお，ビーナスラインはカラマツ若令造林地の上部

を通過している。

D)茶臼山北東斜面

茶臼山山頂の北東斜面で，自然、林がもっとも広域E残

されている。上部ではコメツガ，シラピソなどの亜高山

帯針葉樹林が発達し，下部ICミズナラなどの落葉広葉樹

林がある。また上部の尾根にはシナノザサーヒゲノガヤ

ス草地が発達している。ビーナスラインは亜高山帯針葉

樹林の下部を通過している。

E) 唐沢川右岸

唐沢川右岸と林道との聞の斜面および尾根を踏査した。

大部分はカラマツ若令・壮令造林地で，尾根沿いにミズ

ナラ，シラカパの落葉広葉樹林が残されている。

F) 物見石山周辺

野々入川から物見石山に至る斜面および尾根を踏査し

た。斜面は急で，ダケカパ，ウラ汐ロモしミズナラ等

の自然林が比較的良〈残主れている。尾根にはシナノザ

サーヒゲノガリヤス草地が良〈残きれている。他の踏査

地域と異なり，物見石山周辺はビーナスラインとは野々

入川で隔てられている。

3.調査方法・期間

ビーナスライン美ケ原線が建設された，長野県筑摩山

地(中央山地ともいう)美ケ原高原東斜面における晴乳

動物相に関しては，宮尾ら(1976 ) ，羽田・山崎(1(78). 

両角・両角(1978)らの報告がある。との地域Ic分布す

る大型晴乳動物のうち，ホンシュウジカ (Cervus ni-

tton ctntrali s )は低山帯上部から亜高山帯までを広〈

利用して行動している。また糞塊なE行動IC関する資料

の収集が比較的容易である。従って，美ケ原線の建設，

開通が大型晴乳動物の生活に与える影響を調べるための

指標として，ホンシュウジカが適当であると考えた。以

下の報告は，ホンシュウジカに重点を置いた。

ホンシュウジカの行動域はかなり大きい。例えば，宮

崎県金華山の野生のシカの行動域は山ク。ループで 6.......7

klJ(， 鹿山グループで2.......3 k伊(伊藤， 1974れまたテ

レメトリκよる供試クカの行動域の測定によれば金華山

で6.0---19.0ha(丸山ら， 1978)， 日光荒沢流域で33.0

ha ( 1月)， 75.1 ha ( 2月)(丸山ら， 1 Q81 )などの報
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図 2. 上:自然林をきり聞いて工事中の道路

( 1978年11月)

下:工事終了後のビーナスライン美ケ原線
( 1981年 4月) 図 3. ササーヒゲノガリヤス草地とカラマツ植林地の分布
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図 4. ホンシュウジカの糞塊の分布。 OEPは糞塊の発見された踏査した区間 (50m間隔)を示す。

(A)-(Flは表 1のそれに同じ。

告がある。従って，ホンシュウヲカの行動域全体を可能

な限り広く踏査するために，上述の 6地域を選定した。

ただし，年度Iとより踏査した径路と地域ζは若干の変動

i:i>あった。

資料を定量化するためfC， 2人ないし 3人が l組とな

り，25mないし50mの巻尺および高度計を利用して，幅

2"'3mの踏査径路Cとに糞，足跡，食痕等のフィール

-' 28 -

ドサインを記録し集計した。乙の方法では，見通しの良

い場所では問題はないが，ササの密生している場所では

若干の見落しがあるかも知れない。調査は見通しのよい

秋期をえらんだ。

調査期間は次の通りである。 1Q77年11月23日-25日。

1978年11月11日ー13日。 1979年11月4日ー 5日。

1980年11月15日ー17日。



4.結果と論議

1977年から1980年までm各調査時の踏査径路と，シカ

の糞塊が発見された場所とを図 41i::示した。地域別の踏

査径路 1km当りの糞塊数については表 11i::示した。

1977年に踏査した 4地域 (A......D)では，踏査径路 l

初当りの平均糞塊数は 7.1::1:5.3 (標準偏差)であった。

また，糞塊の集中部(野々入川右岸.1，813 m峰周辺，茶

臼山北東斜面)と過疎部( 1，712m峰周辺)とがみられた。

集中部のうち 1，813m峰周辺の上部および茶白山北東斜面

の尾根すじに発達するササーヒゲノガリヤス草地.1，813 

m峰周辺の下部にあるカラマツ若令造林地には，シカの

採食痕が多数みられ，乙れらの場所はシカにとって主要

な採食場所になっていた。

表1. ホンシュウジカの麓塊数の経年変化(1977年~

1980年)。換算数は，踏査径路 1km当りの糞塊数である。

A:野々入川右岸. B: 1，712m峰周辺. C: 1，813m峰周
4困/回)

辺.D 茶臼山北東斜面. E 唐沢川右岸. F 物見石

山周辺.

A 
小 t

E 
A B C D E 計)

1977年

踏査距離 2.35 1.55 4.90 1.50 ー 10.30

糞塊数 14 65 13 93 17.1 5.3 

換算数 6.0 0.7 13.3 8.7 9.0 

1978年

踏査距離 3.60 7.35 1.90 - 0.45 13.30 

糞塊数 6 。11 

換算数 1.7 0.1 2.1 。0.8 

1979年

踏査距離 3.05 3.65 2.80 - 1.45 10.90 1.15 

糞塊数 3 9 3 。15 

換算数 1.0 2.5 l.l 。1.4 14.8 

1980年

踏査距離 4.10 2.98 1.80 - 1.25 10.13 4.45 

糞塊数 18 5 25 4412.11.9 

換算数 4.4 0.3 2.8 - 0.8 2.5 9. 

ととろが1978年には糞塊の集中部がなくなり，踏査し

た4地域 (A......C. E)の. 1 伽当りの平均糞塊数は，

1.0士1.1となり，前年Ii::比較して著しく減少した。美ケ

原先線はとの年の春Ii::着工され，扉峠から 1.813m峰と

1. 712 m峰の聞の鞍部を通過し，野々入川左岸にある既

設林道へと斜面を開削しつつあった。またダイナマイト

の発破音を調査期間中にも聞くととができた。

1979年にも前半と同じ状況が続き，踏査した 4地域

(A......C. E)で糞塊の集中部がみられなかった(4地

域の踏査径路 l伽当りの平均糞塊数1.1土1.0 )。ただ

し物見石山周辺のみは他の4地域と異なり，物見石山山

頂へ続〈ササーヒゲノガリヤス草地の尾根に糞塊の集中

部がみられた(14.8個/帥)。 美ケ原先線は開削がほぼ

終了して，道路は整地され舗装を待つばかりとなった。

1980年には道路の舗装が終了し工事は完了したが，ま

だ開通してなかった。若干の変動があるものの. 1980年

でも 1978年と1979年とほぼ同様の結果が得られた。物見

石山周辺の糞塊数は 9.9個/kmであったのに対して，そ

の他の 4地域(A...... C. E)における 1km当りの糞塊数

は2.1土1.9であった。

以上の.1977年から1980年までの糞塊数の経年変化を

図51L示した。
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図 5. ホンシュウジカの糞塊数の経年変化.調査地別

に示す

A:野々入川右岸 B : 1.712m峰周辺 C : 1，813 

m峰周辺 D:茶日山北東斜面 E:唐沢川右岸

F :物見山周辺

美ケ原先線着工以後，シカの糞塊数が著しく減少した

乙とは明らかである。着工後の糞塊数の減少は. 1977年

Ii::糞塊が集中していたカラマツ若令造林地とササーヒゲ

ノガリヤス草地での糞塊数の減少によるものであった。

とれらの場所はシカの採食痕が多くみられ，シカのすぐ

れた採食地であったと考えられる。ホンシュウクカの食

性IL関する報告によれば，きわめて多様な低不調，草本

類，菌類が採食対象Ii::なっているが(Nojima & Nishi-

hira. 1972 丸山・遠竹・片井. 1975;古林・丸山，

1977 ;御厨. 1m). シノ~.ササ類，スゲ，ススキなど

分布が広く量的に多い植物が冬季におけるシカの重要な

食物であると言われている。美ケ原先線の着工，通過に

伴なってその周辺にあった上述の採食地が放棄されたと

考えられた。

美ケ原先線とは野々入JIIで隔てられて，直接工事の影
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響の少なかったと思われる物見石山周辺では， 1979年，

1980年IC糞塊の集中がみられている。採食場所が ζちら

'IC移された可能性もあろう。多量の食物を提供しうるサ

サーヒゲノガリヤス草地，カラマツ若令植林地をシカが

放棄せまれるを得なかった ζ とは，乙の却輔のシカの生

活にとって大きな打撃であったろう。

一般に野生大型哨乳動物は道路を忌避する傾向が強い。

ニホンカモシカCapricorniscrispus 三輪・角田・伊

藤， 1973). ュールジカ Odoncoileushe側 onU$やエ

ルクジカ CerVU$ canadensi s (Gregory & Bailey ，1979) 

などでζのととが報告されている。

もともと乙の地域にはシカの密度はきわめて低いらし

く， 1978年11月11日と 12日に野々入川右岸の斜面で，シ

カの声を問いただけで，調査期間中シカの目撃例はなか

った。

表 2. ホンシュウジカ以外の目前乳類の踏査距離 1伽当

りの糞塊数。調査地別に経年変化を示す。 A--Fは表 l

k同じ。 G:ビーナスライン(野々入川大樽僑以北)， 

H:ビーナスライン(大樽橋以南~作業路合流点)， 

ビーナスライン(作業路合流点~唐沢川右岸尾根の

合流点)0 *)は実数を示しである。

調 査地

ABCDEFGH  

1978年

踏部巨離 3.607.35 1.90 0.45 -

糞 O 。。。
クマlタナ 1.4 。。。
キツネ糞 o 0.3 0.5 。
テン糞1.7 4.4 0.5 。
1979年

踏査距離 3.053.652.80 1.40 1.15 

糞 。o 0.4 。。
クマ|、タナ 。。o 0.7 。
キツネ糞 o 0.3 o 0.7 。 作)2*) 

テン糞 0.3 1.1 0.7 0.7 0.8 zi') 6*) 

1980年

踏査距離4.10 2見1.801. 25 4.45 1.60 2.00 -

クマ(タ糞 1.0 
。o 0.8 。。。。。

ナ 0.7 。o 2.4 。。。。。
キツネ糞 o 1.3 。。。。。4*) 1*) 

テン糞1.5 1.3 0.6 0.8 2.0 1.9 22.5 351<) 2*) 

次ICキツネ VulpesvulpesやテンM{lrtesmel anμs 

などの場合をみてみよう。調査時に発見されたシカ以外

の哨乳類の糞塊数を表 21C示した。キツネ，テン，イタ

チなどが人工的な道を利用する傾向のあるととは，本調

査地以外の地域でも観察されている(例えば，宮尾ら，

-30一

1977 ;鈴木ら， 1976など)0 1977年の資料を欠くが，キ

ツネとテンは美ケ原先線の着工された1978年には道路を

利用しなかったが，整地の終了した1979年から道路を利

用し始め，工事の完成した1980年には利用頻度が高まっ

ているととが分かる。また糞塊数からみて，キツネより

もテンの万が道路を利用する度合が高い(糞は道路の山

側Ic圧倒的K多い)。 ζの点は，キツネの方がビーナス

ラインを多く利用している霧ケ峰高原の場合と明らかに

異なっていた(宮尾ら， 1977)。おそらく，本調査地で

は道路カ濡林内を通過しているのに対して，霧ケ峰高原

では道路か草原内を通過し，また観光客の多いととと関

連しているのであろう。森林との結びつきの強いテンに

較べて，キツネは草原との結びつきが強くまた残飯類へ

の依存度が強いからである。美ケ原先線開通後の，観光

客の増加κ伴ない，キツネとテンとの関係や残飯類への

依存による食性の変化に注目したい。

5.謝辞

愛知学院宍学歯学部第 2解剖学教室，宮尾獄雄博士に

は，本研究のために多大の援助を賜わり，また本原稿の

御校閲をいただきました。また，信州大学教養部自然保

護ゼミナールの学生諸氏ICは，調査に絶大な御協力をい

ただきました。厚〈御礼申し上げます。

6.摘要

ビーナスライン美ケ原線は，長野県筑摩山地にある美

ケ原高原東斜面を通過する山岳観光道路である。道路が

晴乳動物に与える影響を，工事開始前の1977年から工事

終了の1980年まで調べた。

道路工事の開始後から終了した年までホンシュウヲカ

の糞塊数は減少した。しかし道路から遠〈隔たった地域

では，シカの糞塊数は多かった。シカは道路周辺の採食

地を放棄ιたが，工事の影響は道路に近い場折程大きか

ったと推定された。

整地の終了した1979年より道路の完成した1980年IC，

道路上にキツネとテンの糞数が増加し，両者はビーナス

ラインを利用し始めた。
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